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第四次長野市地域福祉計画 概要版

１ 　 第四次長野市地域福祉計画の概要

（ １ ） 計画策定の趣旨
　 平成 3 0（ 2 0 1 8） 年４月に施行さ れた改正社会福祉法（ 昭和 2 6 年法律第 4 5 号） の趣旨を踏まえ、様々

な生活課題を抱える地域住民を地域全体で支える「 地域共生社会＊
1
」 の実現を目指し て、行政と 地域住民、

関係機関等が協働し て地域福祉活動に取り 組むため、 令和４（ 2 0 2 2） 年度を初年度と する第四次長野市地

域福祉計画（ 以下「 本計画」 と いう 。） を策定しまし た。

（ ２ ） 計画の位置付け

①　 法的位置付け

　 本計画は、社会福祉法第 1 0 7 条第１項の規定に基づく 「 市町村地域福祉計画」 とし て策定します。 また、

成年後見制度の利用の促進に関する法律（ 平成 2 8 年法律第 2 9 号） 第 1 4 条第１ 項の規定に基づく 「 成

年後見制度利用促進基本計画」 及び再犯の防止等の推進に関する法律（ 平成 2 8 年法律第 1 0 4 号） 第８

条第１項の規定に基づく 「 地方再犯防止推進計画」 とし て一体的に策定しまし た。

②　 計画の性格

　 本計画は、 本市における高齢者、 障害者、 子ども 、 生活困窮者等に係る様々な保健福祉分野等の計画

や施策に関し 、 共通的な事項を定めるとともに、 高齢者、 障害者、 子ども 、 生活困窮者等に係る公的サー

ビスだけでは十分に対応できない地域課題について、 行政と 地域住民、 関係機関等がその解決に向けて協

働し て取り 組む地域福祉活動の方向性を示すも のです。

1
　 平成 2 8 (2 0 1 6 ) 年６月に閣議決定さ れた「 ニッポン一億総活躍プラン」の内容に盛り 込まれた厚生労働省が掲げるビジョ ン。 制度・

分野ごと の「 縦割り 」 や「 支え手」「 受け手」 と いう 関係を超えて、 地域住民や地域の多様な主体が「 我が事」 とし て参画し 、 人と

人、 人と 資源が世代や分野を超えて「 丸ごと 」 つながることで、 住民一人ひとり の暮らしと 生きがい、 地域をともに創っていく 社会
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第四次長野市地域福祉計画
（ 成年後見制度利用促進基本計画及び再犯防止推進計画を包含）

地域福祉活動計画（ 市社会福祉協議会）
（ 第四次長野市地域福祉計画と 一体的に策定）

車
の
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輪

（
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野
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画
）

（
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本
理
念
等
を
共
有
） 市全体の地域福祉の指針

地区地域福祉活動計画

　 住民自ら 地域に根差し て課題やニーズを 把握し 、 課題解決に向けた

地域福祉活動に取り 組むため、 市地域福祉計画に沿っ て、 地区ごと に

住民自治協議会が中心と なり 策定する計画
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（ ３ ） 計画期間
令和４（ 2 0 2 2） 年度から 令和８年（ 2 0 2 6） 年度までの５年間

２ 　 地域福祉推進の考え方

（ １ ） 地域福祉の役割分担
地域福祉と は、 それぞれの地域において住民一人ひとり が安心し て暮らし ていけるよう に、 地域住民や社

会福祉関係者、 行政等がお互いに協力し て、 地域課題の解決に取り 組む考え方です。

地域課題の解決に当たっては、 地域課題に対し て、 自分でできること は自分で（ 自助）、 自分でできないこ

と は地域で（ 互助・ 共助）、 地域でできないこと は行政で（ 公助） 行う と いう 「 補完性の原理」 に基づく そ

れぞれの活動に加え、 自助、 互助、 共助及び公助が互いに重なり 合いながら 、 活動し ていく こと が求めら

れています。

なお、 一人暮らし の高齢者や高齢夫婦世帯、 単身世帯の増加等により 、 自助、 互助及び共助のチカラが弱

まってきている中、 市及び市社会福祉協議会は、 公助で担う サービスに加え、 自助、 互助及び共助の活動

に対する支援を強化し ていく 必要があります。

「 地域福祉」 を 雪かき に例えると ……
出典： 令和３ 年７ 月１ 日開催

淑徳大学 山口光治 教授による講演会資料

道には雪がいっ ぱい…雪かき をし なく てはいけないけれど、 誰がどこ を き れいにする の？

そんな時に、 住民が協力し て解決するのが「 地域福祉」 です。

自分の家の前は

自分と 家族で

自 助

住民だけでは無理なと こ ろ は

行政の力が必要です

雪かき出来ない人も いる

ご近所の道はご近所で

お互いに助け合っ て

互 助・ 共 助
公 助

長野市総合計画

Ｈ 2 9 Ｈ 30 R １ R ２ R ３ R ４ R ５ R ６ R ７ R ８

長野市地域福祉計画

長野市高齢者福祉計画

長野市介護保険事業計画

長野市障害者基本計画

長野市障害福祉計画

長野市障害児福祉計画

第八次

第五次前期基本計画 第五次後期基本計画

第三次計画 第四次計画

第七期

第九次

第八期

第１ 次 第２ 次

第５ 期 第６ 期

第１ 期

第三次

第一次

第二期

令和５ 年４ 月～策定

第一期

第２ 期

長野市健康増進計画・ 食育推進計画

長野市自殺対策行動計画

長野市子ども ・ 子育て支援事業計画

（ 仮称）長野市子ども の貧困対策計画
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（ ２ ） 地域福祉における自助・ 互助・ 共助及び公助の関係

（ ３ ） 地域福祉圏域のイ メ ージ

地域福祉を推進する体制を構築するため、 重層的な各圏域のとらえ方と それぞれの役割を設定すること

によって、 それぞれの特性を活かし た活動の展開を推進します。

自　 助

社会福祉法人 Ｎ Ｐ Ｏ 社会福祉協議会

事業所 医療機関 等

民生委員児童委員

互　 助

共　 助 公　 助

○自分でできること は自分で

○必要に応じ て、サービスを

利用する等

○社会保険（ 介護保険・ 医療保険等）の

仕組みの活用

隣近所・ 隣組、 住民自治協議会等

○隣近所の助け合い

○地区活動への参加

○見守り・ 声掛け等

○互助や共助だけでは支えること が

困難な方への支援（ 生活保護、

人権擁護、虐待対策等）

自分自身・ 家族

行政 等

保護司 等

全市単位全市単位

資源共有単位資源共有単位

住民自治協議会単位 (32 )住民自治協議会単位 (32 )

行政連絡区単位 (476 )行政連絡区単位 (476 )

日常生活単位日常生活単位

自分自身・ 家族自分自身・ 家族

住民・ 区長・

地域公民館

日頃から 気に掛け合い、

些細な変化に気付く 。

公民館・ 交流センタ ー

定期講座や講習会、 講演

会等を 開催する 。

住民自治協議会

地域の代表的な組織　 地区地域福祉活動計画を 推進する

市と の協働によ り 、地域福祉の推進に取り 組む。

支所

住民に一番近い行政機関

と し て、住自協や地域福祉

ワーカ ー等と と も に地域

課題を 受け止めつなぐ 。

地域包括支援センタ ー

高齢者の相談に応じ る と と

も に、専門職の知識を活かし

て地域づく り を支援する。

市

地域福祉に関する施策を 担う と と も に、住民自治協議会や

社会福祉法人、事業者、Ｎ Ｐ Ｏ と の連携・ 協働を 推進し 、地

域福祉活動を 支援する。

市社会福祉協議会

地域福祉の中核を 担う と と も に、 個の課題を 受け止め、 関

係機関につなぐ ほか、 住民へのフ ィ ード バッ ク 、 伴走支援

を 行う 。

事業者

自社の特性を 活かし た 活

動を 通じ 、地域の理解を 深

め、様々な取組を 行う 。

社会福祉法人

法人の強みを 活かし 、場の

提供や住民の福祉への理

解を 深める。

Ｎ Ｐ Ｏ

個別的で 柔軟な サービ ス

の提供が期待さ れる。

地域福祉ワーカ ー

地域の困り ごと を 解決

につなげ、 住民と 支え

合い活動を つく る。

地域たすけあい事業

コ ーディ ネータ ー

事業の推進や相談を 受け

る中から 、個の課題を 地域

福祉ワーカ ーと 共有する。

福祉推進員

サロ ン 等の身近な集まり

から 住民の「 困っ た」を 見

つけ、受止め、つなぐ 。

民生委員児童委員

見守り 活動、 関係機関へ

のつなぎ役等

市全体・ 共通課題に対応する 単位

施設の共有、協働で事業が行える 単位

市と 協働し て地域福祉に取り 組む単位

地区住民が相互に支え合う 単位

隣組、班、常会等のコ ミ ュ ニティ 単位
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3 　 目指す将来像（ 基本理念）

　 本市の地域福祉計画では、 地域に暮らす私たちの生活課題を多角的にとらえて解決につなげ、 一人ひと

り の生活の質が向上し 、 夢や希望を持つこと ができ、 自分らしく いきいきと 暮らし ていけるよう になることを

目指し ています。

　 そのためには、 住民一人ひとり が、 かけがえのない人間とし て、 互いに認め合い、 支え合い、 共に生き

ていく 地域づく り が求められます。

【 キャッ チフレーズ】

誰も が主役　 多様性を認め合い

共に支え合う 　 地域共生のまち “ながの”

本市では、 国の「 持続可能な開発目標（ ＳＤＧｓ ） ＊ 2  実施方針」 の趣旨を理解し 、 ＳＤＧｓ 達成に向けた

取組を推進します。

ＳＤＧｓ の推進により 、 今の市民も 未来の市民も 住みよい持続可能なまちづく りを実現します。

第五次長野市総合計画においては、 各政策をＳＤＧｓ の定める 1 7 のゴールと 関連付けており 、 本計画は

第五次長野市総合計画と 整合を図っていること から 、 本計画の目標を実現すること で、 1 7 のゴールのう ち、

次の 1 0 の目標達成に寄与します。

    

    

2　 Susta inab le  D eve lo p m ent G o a ls の略称。 平成 2 7（ 2 0 1 5） 年の国連サミ ット で採択さ れた「 持続可能な開発のための

2 0 3 0 アジェンダ」 に記載さ れた、 平成 2 8（ 2 0 1 6） 年～令和 1 2（ 2 0 3 0） 年の国際目標。 持続可能な世界を実現するための 1 7

のゴール、 1 6 9 のタ ーゲット から 構成さ れ、 地球上の「 誰一人とし て取り 残さ ない」 ことを誓っている。 経済、 社会、 環境の三側

面の統合的な取組により 、 利益が相反する問題の緩和、 行政の効率化・ 活性化等の相乗効果がある。

5

一人ひとり が自分らしく いきいきと 、

安心し て暮らし ていけるよう に、

認め合い、 支え合い、 活かし 合いながら 、

共に生きていく 地域社会



第四次長野市地域福祉計画 概要版

4 　 基本目標及び基本施策

基本目標 1 　       

地域福祉を推進し ていく ための基盤を強化する
地域福祉を担う 行政や事業者・ 関係機関、 各種団体等が、 それぞれが担う べき役割を理解し 、 地域福祉の推進に主体

的に参画できる体制づく りを目指します。

１-１　 地域福祉を推進する体制の再構築
【 目指す姿】

地域福祉を担う 各種団体や関係機関、 専門的人材等が、 それぞれが担う べき役割を理解し 、 地域福祉の推進に主

体的に参画できる体制が整っている。

　 ■住民自治協議会への支援の強化　 　 ■地区地域福祉活動計画の策定・ 推進支援

　 ■地域福祉推進拠点の整備・ 活用の推進　

１-２　 地域福祉を推進する担い手や資源の創出
【 目指す姿】

多く の市民や団体が地域福祉の担い手とし て活躍し ている。 また、 地域福祉を牽引するリーダーやキーマンが様々

な支援を受けながら 育っている。

　 ■ボランティ アの育成・ 活動支援　 　 ■多様な担い手の発掘・ 育成

　 ■地域福祉ワーカーの活動支援　 　 ■民生委員児童委員等への支援の強化　

１-３　 学び合い、 共に育つ「 福祉共育（ 教育）」 の推進
【 目指す姿】

様々な体験や交流、 学習等を通じ て地域福祉に対する理解を深め、 多様性を認め合いながら、 一人ひとり ができる

ことについて考え、 行動し ている。

　 ■「 福祉共育（ 教育）」 の充実　 　 ■広報・ 意識啓発の推進　 　 ■ボランティ ア体験機会の充実　

基本目標 2 　       

一人ひとり の “思い” をつなげ、 様々な担い手が有機的に連携できる仕組みを整備する
悩みごと や困りごとを、 気兼ねなく 相談でき、 分野を問わずワンストップで受け止め、 多機関協働による包括的な支援

体制づく りを目指します。

２-１　 多様な主体が連携・ 協働する体制の構築・ 強化
【 目指す姿】

地域福祉に携わる関係機関・ 団体等が地域における福祉課題を共有し 、 その解決に向けて連携・ 協働し て取り 組

んでいる。

　 ■多機関・ 多職種による連携体制の強化　 　 ■地区内の連携・ 協働体制の充実

　 ■地区を越えた連携・ 協働体制の充実

２-２　 どんな悩みも「 受け止め」「 つなぐ 」 包括的な支援体制の整備
【 目指す姿】

困りごと があったら気兼ねなく 相談でき、 多機関協働により 連携し た支援が受けられる体制が整備さ れている。

　 ■身近な相談支援の充実　 　 ■相談支援体制の充実　 　 ■重層的支援体制整備事業への取組

基本目標 3 　       

一人ひとりの “思い” を受け止め、 支え合い活動や福祉サービスの充実を図る
一人ひとり の状況に応じ た孤立・ 孤独から 社会的に弱い立場にある人を守り 、 社会・ 地域の一員とし て包み支える体制

づく りや質の高い福祉サービスの提供を目指します。
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３-１　 地域社会と のつながり の維持・ 創出
【 目指す姿】

誰もが地域社会と のつながりを持ち、 顔見知り が増え、 お互いを思いやること のできる関係が築かれている。

　 ■交流活動の活性化支援　 　 ■交流拠点の充実

　 ■地域における居場所の創出　 　 ■新たな交流・ コミュニケーショ ンの促進

３-２　 地域で見守り 、 地域で支える体制の充実
【 目指す姿】

隣近所や関わり のある人の状況を気に掛け、 声を掛け合い、 見守っている。 また、 多様な主体による支え合いの

仕組みが活用さ れている。

　 ■多様な主体による支え合い活動の活性化　 　 ■見守り 活動の推進　

　 ■コミュニティ・ ビジネスの創出支援　 　 ■コーディ ネート 機能の強化　 　 ■自殺防止対策の推進

３-３　 福祉サービスの充実と 質の向上
【 目指す姿】

一人ひとり の状況に応じ た質の高い福祉サービスを安心し て適切に利用できる体制が活用さ れている。

　 ■サービス提供基盤の充実　 　 ■サービスの質の向上のための取組の推進

　 ■相談支援・ 利用支援の充実　 　 ■サービスの円滑な提供

基本目標 4 　        

すべての人の安全・ 安心な暮らしと 人権・ 権利を守る
誰もが住み慣れた地域で、 安心し て暮らし ていく こと のできる地域づく りを目指します。

４-１　 災害時の安全・ 安心の確保、 被災後のコミ ュニティ 支援
【 目指す姿】

誰もが安心し て暮らし ていく こと ができるよう 、 地域ぐるみの見守りや支え合いが行われている。

　 ■平時からの準備の促進　 　 ■避難行動要支援者への支援の充実　

　 ■安全・ 安心な避難生活の確保　 　 ■被災後のコミ ュニティ 支援

４-２　 生活困窮者自立支援の充実
【 目指す姿】

生活に困窮し ている人が、 悩みに寄り 添った支援によって、 自立に向けて前向きに取り 組んでいるとともに、 早期

把握やフードド ライブの充実、 就労の場の開拓等、 生活困窮者の支援を通じ た「 地域づく り 」 に取り 組み、 生活困窮

者に理解のある社会が創造さ れている。

　 ■相談支援体制の充実　 　 ■生活・ 就労支援の充実　 　 ■子どもの貧困対策の充実

４-３　 成年後見制度の利用促進
【 目指す姿】

認知症、 知的障害、 精神障害等の理由で判断能力の不十分な人も 成年後見制度の利用や地域の支援により 、 住

み慣れた地域で尊厳を持って暮らし 続けている。

　 ■成年後見制度の普及促進　 　 ■成年後見制度の利用に向けた支援の充実　 　

　 ■成年後見制度を利用し やすい環境の整備　 　 ■成年後見制度の推進体制及び進捗管理　 　

　 ■日常生活自立支援事業等関連制度と の連携強化　 　 ■身寄り のない高齢者等への支援

４-４　 権利擁護の推進
【 目指す姿】

年齢や性別、 障害の有無等に関わらず、 すべての人の権利が守られ、 暴力や虐待等により 人権が侵害さ れること

のないよう 、 地域全体で見守る体制が整っている。

　 ■暴力・ 虐待防止対策の強化　 　 ■差別や偏見をなく すための取組の推進　 　 ■消費啓発・ 詐欺防止対策の強化

４-５　 再犯防止対策の推進
【 目指す姿】

犯罪をし た者等が地域の中で、 様々な支援を受けながら、 市民の理解と 協力を得て、 地域の中で孤立することなく 、

再び社会を構成する一員となっている。

　 ■就労・ 住居の確保のための取組の推進　 　 ■保健医療・ 福祉サービスの利用促進

　 ■学校等と 連携し た支援の実施　 　 ■特性に応じ た効果的な指導の実施

　 ■民間協力者の活動促進及び広報・ 啓発活動の推進　 　 ■関係団体等と の連携強化
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5 　 計画の進捗管理等

　 計画の進捗状況の管理については、 長野市社会福祉審議会地域福祉専門分科会のほか、 本計画の施行

に併せて設置する「 長野市地域福祉推進会議」 及び「 長野市地域福祉庁内推進会議」 にて行います。

【 進捗管理体制】

【 進捗管理のイメ ージ】

長野市 保健福祉部 福祉政策課

〒 3 8 0 ‒8512 　 長野市大字鶴賀緑町 1613 番地

電話　 026 ‒2 24 ‒5 018 　 　 FA X　 026 ‒2 24 ‒510 6

ホームページ　 ht tp ://w w w .cit y.n a g a no .na g a no .j p /

長野市社会福祉審議会 地域福祉専門分科会

長野市地域福祉推進会議 長野市地域福祉庁内推進会議連 携

・ 地域福祉に関する事項について、
調査、審議する ( 市附属機関 )

・ 地域福祉活動を 展開する市民参画組織と し て、
計画の見直し や推進方策等について意見交換を 行う

・ 計画の実施状況の確認や地域福祉の推進に必要な
事項の検討を 行い、関係部局の相互連携を図る

市民・ 地域・ 事業者等

P la n（ つく る）
・ 将来像

・ 基本目標

・ 施策の方向　 ・ 関連事業等

Ch e c k（ チェ ッ ク ）
・ 評価指標の達成度

・ 事業実施の進捗状況

・ 外部組織による評価

A c t（ 見直し ）
・ 評価結果を 踏まえた

改善策の検討

（ 計画の見直し ）

D o（ やっ てみる）
・ 担当各課による事業の実施

・ 市民、 地域、 事業者等

による取組

公 

表

意 

見
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